
２．当第１四半期業績の概況

感が高まり、回復基調の世界経済に水を差す状況となりました。

となりました。

３．通期の連結業績見通し

【ご参考】

売 上 高          2兆円  （前年度比 110.9％）

営 業 利 益        900億円  （前年度比 122.3％）

経 常 利 益        680億円  （前年度比 139.1％）

当期純利益        370億円  （前年度比 327.1％）

　実際の業績は見通しと大きく異なることがあります。

以   上

当第１四半期のわが国経済は、景気底入れ感が出てきたものの、雇用・所得環境に依然

は、企業会計不信やテロ再発懸念等により、株価下落やドル安が進むなど、先行き不透明

積極的な事業活動を推進してまいりました。その結果、当第１四半期の連結業績につきまし

こうした中、当社では、オンリーワン商品の販売強化や独自デバイスの拡大など、引き続き

前期決算発表時(平成14年4月25日)に公表いたしました当期業績予想の修正はありません。

※上記の業績見通しは、当社が現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

ては、売上高は4,773億円(前年同期比110％)、また、営業利益は258億円(前年同期比116％)

厳しい状況が見られるなど、回復感に乏しい状況で推移しました。また、米国経済において


